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第01章:序章・リンクテーブルをローカルテーブルに変換する 

01章01節…リンクテーブルをローカルテーブルに変換する 

(01) 「リンクした Excel テーブルを、データの編集ができる Access テーブルへ変換する」

という手順を最初に学習します。 

まずは以下のような Excel ファイル「E メンバーリスト+0」を作成してください。 

ファイルは USB メモリーなどに保存します。 

メンバーコード メンバー名 年齢 店舗コード

1 佐々木 57 40

2 内藤 34 30

3 川崎 53 40

4 石倉 69 10

5 上原 28 40

 

(02) 新しいデータベースファイル「dbf-03-01」を作成してください。 

続けて【外部データ】[インポートとリンク・Excel]より、「E メンバーリスト+0」へ

のリンクを試みます。 

 

(03) リンク対象を「E メンバーリスト+0」とします。 

 

新規データベースファイル「dbf-03-01」を作成。続けて

【外部データ】[インポートとリンク・Excel]。 

リンク対象を「E メンバーリスト+0」に 
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(04) [次へ] 

 

(05) リンクテーブル名は「T メンバーマスター」にし[完了]しましょう。 

 

(06) OK します。 
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(07) リンクしましたが、テーブル本体は外部の Excel ファイルとなっています。 

しかし Access からはリンクテーブルを編集することは不可能です。 

さて、現在取り扱っている Access データベースファイル内へリンクテーブルのコピ

ーを作成し、編集も可能にする作業を[ローカルテーブルに変換]といいます。 

ナビゲーションウィンドウからリンクテーブル「Tメンバーマスター」を右クリックし、

[ローカルテーブルに変換]を選択してください。 

 

(08) 「T メンバーマスター」は、レコードの編集が可能な[ローカルテーブル]に変換されま

した。またアイコンが変わりました。この作業以降は、リンク元の Excel ファイル「E

メンバーリスト+0」に変更を加えても「dbf-03-01」内の「T メンバーマスター」に

は反映されませんので注意してください。さて、「T メンバーマスター」をダブルクリ

ックして開きましょう。データシートビューで表示されます。 

 

(09) ローカルテーブルにおいてはレコードの値を直接編集することが可能です。 

[メンバーコード：3]の[年齢]を「43」に修正してください。なお Access でレコード

を編集してから別のレコードを選択すると、自動的に編集内容が保存されます。 

 

(10) レコード 1 件追加しましょう。最終行へ「6・野間・61・20」を追加します。 

 

ナビゲーションウィンドウから「T メンバーマスター」を

右クリックし、[ローカルテーブルに変換] 

【ローカルテーブル】 

この Access ファイル内にデータが格納されている、

レコードの編集が可能であるテーブル 

「T メンバーマスター」をダブルクリックして開く 

…リンクテーブル 

…ローカルテーブル 

[メンバーコード：3]の[年齢]を「43」に修正 

最終行へ「6・野間・61・20」を追加 

レコードを編集後に別のレコードを選択すると、

自動的に編集内容が保存される 
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(11) [メンバーコード：4]のレコード自体を削除します。 

「レコードセレクター」をクリックしてレコードを選択し{Delete}キーを押してくださ

い。選択中のレコード自体が削除されます。 

 

(12) レコード削除をした場合には元に戻せないので注意が必要です。[はい]。 

 

(13) このように、ローカルテーブルへ変換すれば Access からレコードの編集が可能にな

るのです。また編集した情報は、別のレコード(行)を選択すると同時に保存されます。 

 

01章02節…Excel テーブルをローカルテーブルとしてインポートする 

(01) 再び Excel ファイルからローカルテーブルを作成します。まずは下記のようなリスト

を作成し、「E 店舗リスト」というファイル名で保存してください。 

A B C D

1 店舗コード 店舗名 開店日

2 10 大船店 1995/9/18

3 20 藤沢店 1988/9/30

4 30 川崎店 1974/11/27

5 40 相模原店 2001/10/3

6 50 町田店 1991/6/24

7

 

(02) Access データベースファイル「dbf-03-01」に切り替え、リンク時と同様のダイア

ログボックスを表示します。 

 

[メンバーコード：4]の「レコードセレクター」をクリックして{Delete} 

このボタン(削除)からもレコード削除が可能 

「E 店舗リスト」というファイル名で保存 

【外部データ】[インポートとリンク・Excel] 

別の行を選択しなくても{Shift}+{Enter}

で即時保存される 
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(03) 前節では「Excel ファイルをテーブルとしてリンク⇒ローカルテーブルに変換」とい

う手続きを取りました。今回は「ローカルテーブルに変換した状態で取り込む(インポ

ート)」という手続きを取ります。取り込むファイルとして「E 店舗リスト」を指定し

ます。データの保存方法は[現在のデータベースの新しいテーブルにソースデータをイ

ンポートする]を選択し、次へ進みます。 

 

(04) [先頭行をフィールド名として使う]にチェックを入れた状態で[次へ]進みます。 

 

1. 取り込むファイルとして「E 店舗リスト」を指定 

2. 保存方法は[現在のデータベースの新しいテーブル

にソースデータをインポートする]を選択 

[先頭行をフィールド名として使う]にチェック 

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用



10 

(05) 取り込まないフィールドを指定することもできます。 

ここではすべてのフィールドをインポートするので、そのまま次へ進みます。 

 

(06) 次に[主キー]とするフィールドの指定をします。[主キー]はレコード・行の特定に利用

させる、値が重複することがない特殊なフィールドです。Excel ファイルをローカル

テーブルとしてインポートする際には指定が必要になります。ここでは「店舗コード」

を主キーに指定します。「店舗コード：20」とすればレコード・行が特定できるからで

す。「店舗名/開店日」は利用できません。同名の店舗や開店日が同じ店舗が存在する可

能性があるからです。 

 

[次のフィールドに主キーを設定する]

「店舗コード」に 

【主キー】 

レコード・行の特定に利用させる、値が

重複することがない特殊なフィールド。 

マスターテーブルにおけるコード番号の

列などを採用する。 

「店舗コード：20」の行は 1 つしか発生

しないだろうから、これを採用する。 

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用
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(07) 最後にインポート後のテーブル名を決定します。 

「T 店舗マスター」にして[完了]します。 

 

(08) インポート作業が完了しました。後日、同様のインポート操作を実施する予定があるな

らば、手順を保存することができますが、ここではしません。 

ダイアログボックスは閉じます。 

 

(09) ナビゲーションウィンドウからインポートした「T 店舗マスター」をデータシートビュ

ーで開きましょう。ダブルクリックすれば開きます。一番右に[クリックして追加]とい

うフィールドが表示されても無視してください。 

 

「T 店舗マスター」 

「T 店舗マスター」をダブルクリックして開く 

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用
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(10) このテーブルへもレコードを追加することができます。追加前に、失敗例をチェックし

ます。新規レコード(最終行)に「20・小田原店・98/4/6」と入力して{Enter}しまし

ょう。このレコードでは主キーである[店舗コード]に重複値が発生してしまうので入力

できません。 

 

(11) 主キーに重複値が発生してしまうので「店舗コード：20」を追加することはできませ

んでした。OK します。重複値の入力を防げるのです。 

 

(12) 「店舗コード：60」に修正します。また、確定のために{Enter}キーを数度押して選択

個所を次のレコードへ移動させてください。入力情報が確定され、自動保存されます。 

 

01章03節…テーブルに他のリストのレコードを追加する 1(失敗例) 

(01) 以下のような新しい Excel ファイル「E メンバーリスト+1」を作成してください。 

4 列目にある「店舗番号」の本来のフィールド名は「店舗コード」ですが、ここではそ

のまま使用します。 

A B C D E

1 メンバーコード メンバー名 年齢 店舗番号

2 7 小柴 42 40

3 8 千葉 72 30

4 9 和田 57 20

5 10 馬場 67 10

6 11 上野 55 20

7

 

(Excel ファイル「E メンバーリスト+1」) 

(02) 作成済みのローカルテーブル「T メンバーマスター」に、「E メンバーリスト+1」のレ

コードを追加させることができます。Access データベースファイル「dbf-03-01」

に切り替え、取り込み・インポートの準備を開始します。 

 

 

新規レコード(最終行)に「20・小田原店・98/4/6」と

入力・{Enter} 

「店舗コード：60」に修正。選択個所を次の

レコードへ移動させ確定/自動保存。 

Access 側で【外部データ】[インポートとリンク・Excel] 
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(03) インポート元のファイルは「E メンバーリスト+1」とします。また[レコードのコピー

を次のテーブルに追加する](インポート先)で「T メンバーマスター」を指定します。 

 

(04) 先頭行は項目名です。レコードとしてはインポートされません。[次へ]。 

 

1. [参照]ボタンからインポート元ファイルと

して「E メンバーリスト+1」を指定 

2. [レコードのコピーを次のテーブルに追加する]で、

「T メンバーマスター」を指定 

インポート元のExcelファイルが複数の

シートを持っている場合には、シート選

択画面が表示される。 

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用
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(05) [完了]。 

 

(06) しかしインポートできません。OK します。前の画面では[キャンセル]します。 

「店舗番号」という、インポート先にないフィールドが Excel 側のリストに存在してい

たからです(ほかのメッセージが表示されることもある/すべて OK・キャンセル)。 

ここでいったん Access を終了します。 

 

01章04節…テーブルに他のリストのレコードを追加する 2(注意点) 

(01) インポートによりレコードの追加をするならば両方のフィールド名が同じでなければな

りません。しかし Excel ファイル「E メンバーリスト+1」の先頭フィールドは「店舗

番号」となっています。「T メンバーマスター」の先頭フィールド「店舗コード」と同

じになっていなければインポートできないのです。Excel 側で正してください。 

修正後は上書き保存します。 

 
Excel ファイル「E メンバーリスト+1」の「店舗番号」

を、「店舗コード」に修正して上書き保存 

次へ進む前に Access を終了する(ほかのメッセージが

表示されることもある/すべて OK・キャンセル) 

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用
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(02) それでは Access ファイル「dbf-03-01」側から取り込みなおしてください。 

「E メンバーリスト+1」のレコードを「T メンバーマスター」へ追加します。 

(画面省略) 

(03) 「T メンバーマスター」を開き、インポートが完了しているかを確認してください。 

 

01章05節…[コピー/貼り付け]でインポート 1(フィールド名あり) 

(01) 新しい Excel ファイル「E メンバーリスト+2」を作成してください。このリストには

[年齢]フィールドがありませんが、他のフィールドの値は「T メンバーマスター」へイ

ンポートさせることができます。またここでは[コピー/貼り付け]でインポートさせま

す。[メンバーコード]が最後に存在しているなど、フィールドの順番も異なっているこ

とに留意してください。 

A B C D

1 メンバー名 店舗コード メンバーコード

2 深川 30 12

3 新田 30 13

4 御園 30 14

5 小石川 50 15

6 遠藤 20 16

7

 

(Excel ファイル「E メンバーリスト+2」) 

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用
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(02) それではリスト全体を選択して[コピー]してください。 

それから Access ファイル「dbf-03-01」側へウィンドウを切り替えます。 

 

(03) 「dbf-03-01」の「T メンバーマスター」を開いた状態にしておきます。 

最下行のレコードセレクターが新規レコード選択マーク(＊)となっています。 

クリックしてから[貼り付け]をしてください。 

 

(04) [はい] 

 

(05) [メンバーコード][メンバー名][店舗コード]がインポートされました。 

[年齢]は元データになかったため、インポート対象になっていません。 

 

新規レコード選択ボタン(＊)をクリックしてから[貼り付け] 

主キーである[メンバーコード]に重複が発生したり、

フィールド名が正しくなかったりするとインポート

できないので注意 

リスト全体を選択して[コピー] 

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用
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01章06節…[コピー/貼り付け]でインポート 2(フィールド名なし) 

(01) Excel にて以下のような表を作成し、「E メンバーリスト+3」というファイル名で保存

してください。この表のデータを「T メンバー」マスターにインポートする予定です。 

A B C D E

1 17 小田切 55 20

2 18 飛田 49 40

3 19 細川 65 40

4 20 大見川 52 50

5 21 会田 63 40

6

 

(Excel ファイル「E メンバーリスト+3」) 

(02) 先頭行がフィールド名になっていない場合でも、「フィールド順序」が同じであればイ

ンポート可能です。この表は左から「メンバーコード⇒メンバー名⇒年齢⇒店舗コード」

順になっています。表全体を選択して[コピー]しましょう。 

 

(03) 「dbf-03-01」の「T メンバーマスター」へ新規レコードとして[貼り付け]しましょう。 

 

(04) [はい]。 

 

表全体を選択して[コピー] 

「dbf-03-01」内の「T メンバーマスター」の新規レコード

セレクターをクリックして[貼り付け] 

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用
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(05) Excel の表をインポートする操作が完了しました。値は自動的に保存されています。 

 

01章07節…テーブル/クエリの値を Excel シートへ[コピー/貼り付け]する 

(01) 「T メンバーマスター」の中で[年齢]が「50 以上」であるレコードを抽出するクエリ、

「Q メンバー50 以上」作成してください。 

(Q メンバー50 以上) 

(02) 「メンバーコード：6」のレコードを、Excel ファイル「E メンバーリスト+0」へ貼り

付ける予定です。レコードセレクターをクリックして行を選択し[コピー]してください。 

 

(03) Excel ファイル「E メンバーリスト+0」を開き、セル A7 以下にコピーしたデータを

貼り付けましょう。 

 

1.「メンバーコード：6」のレコードを選択 

2. [コピー] 

「E メンバーリスト+0」のセル A7 以下に

コピーしたデータを貼り付け 

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用
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(04) Excelシートに貼り付けるとフィールド名も含まれた状態でレコードが貼り付きます。 

 

(05) 7 行目に作成されたフィールド名は削除します。 

処理後は上書き保存して「E メンバーリスト+0」は閉じてください。 

 

01章08節…テーブル/クエリを Excel ファイルへエクスポートする 

(01) ウィンドウを「dbf-03-01」へ切り替えます。開いているオブジェクトはすべて閉じ

ておきましょう。今度はクエリ「Q メンバー50 以上」を Excel ファイルに変換して

保存します。他のファイルに変換して保存する操作が「エクスポート」です。ナビゲー

ションウィンドウにある「Q メンバー50 以上」を指定してから Excel ファイルへの

エクスポートを開始してください。【外部データ】タブを使います。 

 

2.【外部データ】タブの[エクスポート]

「Excel」をクリック 

7 行目を削除して上書き保存。

Excel は終了する。 

1.「dbf-03-01」から「Q メンバー50 以上」を指定

(開いているオブジェクトは閉じておく) 

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用
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(02) [参照]ボタンから、保存先を指定します。 

 

(03) USB メモリーなどに、「EQ メンバー50 以上」というファイル名で保存する設定をし

てください。 

 

[参照]をクリック 

EQメンバー50以上 

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用
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(04) OK しましょう。 

 

(05) このエクスポート操作を再度実行する可能性があるならば操作手順を保存をしておきま

す。ここでは[エクスポート操作の保存]にチェックを入れましょう。 

操作名は「エクスポート-EQ メンバー50 以上」とします。 

登録したら[エクスポートの保存]をします。 

※操作を保存しない場合は閉じる/キャンセル 

 

1. [エクスポート操作の保存]にチェック 

2. 操作名は「エクスポート-EQ メンバー50 以上」

とし[エクスポートの保存] 

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用
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(06) Excel ファイル「EQ メンバー50 以上」が USB メモリーに作成されたことを確認し

ましょう。 

 

01章09節…エクスポート操作の再実行 

(01) 「T メンバーマスター」の[年齢]フィールドをチェックします。 

「レコード 12～16」では空欄になっていますね。 

 

(02) 下図のように値を入力してください。入力後はテーブルを閉じます。 

 

36 

61 

48 

52 

29 

(入力後はテーブルを閉じる) 

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用



23 

(03) 「年齢：50 以上」のメンバーが増えたので、「Q メンバー50 以上」のレコード数も変

わっています。そこで Excel ファイルへ再エクスポートします。操作を保存済みです

ので再利用します。【外部データ】[保存済みのエクスポート操作]へ進みます。 

 

(04) 保存済みの操作一覧が表示されます。 

「エクスポート-EQ メンバー50 以上」を選択して[実行]しましょう。 

 

(05) 古い「EQ メンバー50 以上」は新しいファイルに置き換わります。[はい/OK]。 

  

(06) エクスポート操作が完了したらダイアログボックスは閉じます。 

 

【外部データ】[保存済みのエクスポート操作] 

「エクスポート-EQ メンバー50 以上」を選択して[実行] 

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用
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(07) 「EQ メンバー50 以上」を開いて、最新のクエリ結果がエクスポートされたことを確認

しましょう。これにてこの章の学習は終了します。 

 

01章10節…まとめ 

 Excel ファイルをローカルテーブルに変換するには、「リンクしてから変換/インポート・

取り込み時に変換」という手法が選択できます。「インポート時に変換」を使い際には「主

キー フィールド」を特定する必要があります。これは行を 1 つだけ特定する際に使用する

列・フィールドです。 

 AccessテーブルとExcelファイルとはコピー/貼り付けでデータのやり取りが可能です。 

 Access テーブルやクエリ結果を頻繁に Excel へエクスポート・出力するならば、その操

作を保存しておくことができます。保存した出力手順は再実行が容易になります。 

01章11節…練習問題 

(01) 以下のような Excel ファイル「E イベント成績+01」を作成してください。 

(http://winttk.com/2016/event01.xlsx にもあり) 

A B C D E F

1 日付 天気 販売員数 来店者数 契約者数

2 2015/12/15 雨 4 78 28

3 2015/12/16 曇り 6 105 44

4 2015/12/17 曇り 7 112 40

5 2015/12/18 曇り 3 89 29

6 2015/12/21 雨 5 69 27

7

 

(02) 新しいデータベースファイル「練習 3-1-1」を作成してください。 

その中で「E イベント成績+01」をリンクテーブルとして認識させてください。 

テーブル名は「T イベント成績」とします。 

(03) 「T イベント成績」を「ローカルテーブル」に変換してください。 

(04) 「T イベント成績」にレコードを 1 件追加してください。 

日付 天気 販売員数 来店者数 契約者数

2015/12/22 晴れ 5 134 47
 

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用
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(05) 「T イベント成績」へ Excel ファイル「E イベント成績+02」のレコードを貼り付けて

ください。ただし「2015/12/23 以降の行」のみを貼り付けます。 

(http://winttk.com/2016/event02.xlsx  にあり) 

(06) 「T イベント成績」へ Excel ファイル「E イベント成績+03」のレコードを貼り付けて

ください。ただし[天気]が一番右にセットされているので注意してください。 

(http://winttk.com/2016/event03.xlsx  にあり) 

(07) Excel を起動していない状態で、「E イベント成績+04」のレコードを「T イベント成

績」へ取り込んでください。 

(http://winttk.com/2016/event04.xlsx  にあり) 

(08) 「T イベント成績」から[日付]が「2016/1/1～2016/1/15」であるレコードを抽出す

るクエリ「Q 月初成績」を作成してください。 

(09) 「Q 月初成績」を「EQ 月初成績」というファイル名の Excel データとしてエクスポー

トしてください。 

(10) 「T イベント成績」から[天気]をパラメーター形式で指定し、抽出するクエリ「EQ 天気

別成績」を作成してください。 

 

(11) 「Q 天気別成績」を「EQ 天気別成績」というファイル名の Excel データとしてエクス

ポートしてください。パラメーターには適当な天気を指定して実行します。またエクス

ポート操作を保存します。 

(12) 「Q 天気別成績」をエクスポートする操作を再実行してください。天気には別の値を指

定します。 

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用



26 

第02章:リレーションシップの研究 

02章01節…入力規則に AND・OR を使用 

(01) 新しいデータベースファイル「dbf-03-02」を作成してください。 

その中に以下のようなテーブル「T 会員マスター」を作成してください。 

会員番号 姓 名 性別

1 斎藤 まり 女

2 加藤 望 女

3 大矢 義男 男

4 久保田 慶介 男

5 林 佳代 女

6 遠山 美智子 女

7 深沢 栄太 男

8 植松 由美子 女

9 本田 玲子 女

10 渡辺 洋一郎 男

11 吉本 優 女

12 高見沢 仁美 女

  

(02) 以下のようなテーブル「T 開催マスター」を作成してください。 

セミナーCD 開催日 申込締切日 開催時間

101 2016/09/15 2016/09/07 14

102 2016/09/21 2016/09/12 13

103 2016/10/04 2016/09/25 15

  

(03) 以下のようなテーブル「T 申込データ」を作成してください。どのセミナーが、どの会

員に、いつ申込されたのか？を管理するテーブルです。 

処理番号 セミナーCD 会員番号 申込日

101 7 2016/08/24

101 5 2016/08/29

101 3 2016/08/29

101 11 2016/08/30

101 4 2016/09/02

102 5 2016/09/04

101 2 2016/09/04

102 6 2016/09/05

102 12 2016/09/08

自

動

連

番

 (9 件) 

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用
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(04) 「T 開催マスター」の[開催時間]に注目します。ここには「10～17」の数値のみを入力

可能にし、それ以外の数値を入力できないよう設定します。[入力規則]プロパティを調

整します。「10 以上」だけなら「>=10」と指定すればよいのですが、「かつ 17 以下

(<=17)」と条件を追加するならば、ふたつの条件を「And」で結びます。デザインビ

ューから以下のように指定しましょう。 

 

(05) [上書き保存]します。入力規則に違反している値がないかがチェックされます。[はい]。

検査後はデータシートビューに切り替えましょう。 

(上書き保存) 

(06) それではデータシートビューで新しいレコードを入力しながら、入力規則のチェックを

しましょう。 

 

(07) 規則に違反しているので、[開催時間]に「9」を入力できませんでした。[OK]。 

 

(08) 「12」に修正してください。これなら登録できます。 

 

1.「T 開催マスター」をデザインビューで開き、[開催時間]を選択 

2. [入力規則]に「>=10 And <=17」を指定 

英数字・記号は「半角」で。 

「And」の前後には半角スペースを入れる。 

なお、「10 以上」だけなら「>=10」と指定すればよい 

And…～かつ 

Or …～または 

「12」に修正 

セミナーCD 開催日 申込締切日 開催時間

104 2016/10/07 2016/09/30 9

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用
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02章02節…複数のフィールド間での入力規則の設定 

(01) 今度は「T 開催マスター」内で「[開催日]は[申込締切日]より後の日になる」とさせる

入力規則を設定します。異なるフィールド間での関係に対して入力規則を設定するには、

デザインビューからプロパティシート(F4 キー)を使用します。 

 

(02) フィールド間での関係を制御するにはプロパティシートの[入力規則]を使います。 

ここでズームモード({Shfit}+{F2})を起動しましょう。 

 

(03) フィールド間の関係を指定します。「 [開催日]>[申込締切日] 」と指定して OK しまし

ょう。これで、「 [開催日]が必ず[申込締切日]より大きく(新しく)なるようにする 」「 [申

込締切日]が必ず[開催日]より小さく(古く)なるようにする 」という指定が完了したこ

とになります。なお入力規則指定欄ではフィールド名を必ず[ ]で囲むようにします。 

 

(04) 設定後はデータシートビューへ切り替えましょう。 

 

「T 開催マスター」をデザインビューで開き、

プロパティシートを出す(F4 キーも可) 

「[開催日]は[申込締切日]より後の日にな

る」という入力規則を設定する予定。 

逆にいうと「[申込締切日]が[開催日]を越

えないようにする」という設定をする。 

[入力規則]でズームモードに 

[開催日]>[申込締切日] 

入力規則指定欄では、必ず自分でフィール

ド名を半角の[ ]で囲む 

設定を確認してからデータシートビューへ 

http://www.mytry.jp/ 印刷不可 サンプル 目次閲覧用
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(05) 上書きし、チェックの許可を出します。 

  

(06) 規則に違反する新しいレコードを追加してみましょう。 

[申込締切日]に入力した時点では規則違反のメッセージは表示されません。 

 

(07) さらに[開催時間]まで入力してから{Enter}してください。 

レコードが保存されようとします。 

 

(08) テーブルの入力規則を設定した際には、レコードの移動やレコード保存の直前で違反の

チェックがされます。OK。 

 

(09) [申込締切日]を「2016/10/15」に修正し、レコードの保存をします。 

レコードの保存は、{Shift}+{Enter}をするか選択レコード(カレントレコード)を移動

させるかすると実行されます。 

 

02章03節…フォーム上での入力規則 

(01) 「T 申込データ」への入力が可能である下図のようなクエリを作成しましょう。 

[セミナーCD]を入力したら、確認用に[開催日]と[申込締切日]が右側に自動表示される

クエリです。クエリ名は「Q 申込入力 01」とします。 

 

[開催時間]に「15」を入力し、{Enter} 

[申込締切日]を「2016/10/15」に修正してから、

{Shift}+{Enter}でレコードを確定・保存 

レコードの保存は、{Shift}+{Enter}を

するかカレントレコードを移動させるか

することで実行される 

[申込日]に[申込締切日]より後の日付を入力で

きないよう次に設定する予定。ただしこれらの

フィールドは別のテーブルにあるので、そのま

までは入力規則を設定できない。 

セミナーCD 開催日 申込締切日 開催時間

105 2016/10/18 2016/10/20
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(02) この「Q 申込入力 01」を元に、[複数のアイテム]ボタンを使って表形式のフォームを

作成しましょう。 

 

(03) タイトルを「F 申込入力 01」に変更し、フォーム自体を「F 申込入力 01」という名前

で保存してください。 

 

(04) フォームビューに切り替えて、入力のテストをします。新規レコードに[セミナーCD]

「102」を入力してください。自動的に[開催日][申込締切日]が表示されます。 

 

(05) 続けて[会員番号]に「3」、[申込日]に「2016/09/10」と入力しましょう。 

 

表形式のフォームを作成 

フォームビューに切り替え、[セミナーCD]に「102」を

追加入力(自動的に[開催日][申込締切日]が表示される) 

[会員番号]に「3」、[申込日]に「2016/09/10」と入力 
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(06) [申込日]には[申込締切日]より後の値/日付が入力できないよう規則を設定します。 

フォームにあるコントロールにも入力規則を設定できるのです。 

デザインビューから[申込日]のプロパティシートを表示させ、その中の【データ】[入力

規則]欄で、ズームモードを起動します。 

 

(07) 「<=[申込締切日]」と設定してから OK しましょう。 

これで[申込日]には[申込締切日]以前の日付しか入力できなくなります。 

 

(08) 上書き保存してからフォームビューに切り替え、入力規則のテストをしましょう。 

[申込日]にわざと[申込締切日]より後の値を入れてみます。 

 

(09) 入力規則に違反しているのでメッセージが表示されます。[OK]。 

 

1. デザインビューにし、[申込日]のテキストボックスを選択 

2. プロパティシートを表示させ、その中の【データ】

タブにある[入力規則]欄で、ズームモードを起動 

入力規則欄にフィールド名を使う

ときには、名前を[ ]で囲む 

セミナーCD 会員番号 申込日

102 4 2016/09/15

[セミナーCD：104]の[申込締切日]は

「2016/09/12」だ 

[申込日]には[申込締切日]以前の日

付しか入力できなくなった 
<=[申込締切日] 
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(10) 「2016/09/11」に修正しましょう。これならば[申込締切日]より前になるので入力が

可能です。このように他のテーブルにあるフィールドの値と比較させる入力規則も、フ

ォームを使えば設定可能になるのです。 

 

02章04節…参照整合性付きのリレーションシップ 1[事前確認] 

(01) 開いているオブジェクトは閉じておきます。 

さてテーブル「T 申込データ」に新規レコード(12 件目)を追加します。 

 

(02) もう 1 件レコードを追加します。ただし「T 開催マスター」で定義されていないセミ

ナー「201」を追加します。開催が決定していないセミナーが入力できてしまいます。 

 

(03) このレコードは削除しましょう。 

 

「2016/9/11」に修正 

他のテーブルにあるフィールドと比較させる入

力規則の作成手順 

① クエリでふたつのテーブルを結合する 

② そのクエリを元にフォームを作成する 

③ フォーム内コントロールのプロパティシ

ートから入力規則を設定する 

セミナーCD 会員番号 申込日

104 10 2016/09/11

フォームとクエリを閉じてから、「T 申込データ」

に新規レコードを追加 

セミナーCD 会員番号 申込日

201 5 2016/09/12

「201」のセミナーは登録されていない。しかし、

入力できてしまう。 

入力ミスを防ぐために、登録されていない値が入力

できないよう次に設定する。 

入力したレコードは削除 
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02章05節…参照整合性付きのリレーションシップ 2[操作・追加制限のチェック] 

(01) 「T 申込データ」の[セミナーCD]欄には、「T 開催マスター」に登録されている値以外

は入力できないよう設定することができます。「T 申込データ」と「T 開催マスター」

に「参照整合性」というオプションを設定すると、マスター側に登録されていない値の

使用など、データベースに矛盾が発生するようなデータの追加・編集ができなくなりま

す。参照整合性は【データベースツール】タブの[リレーションシップ]から設定します。

すべてのテーブルを閉じてからクリックしてください。 

 

(02) どのテーブル間で参照整合性を設定するかを指定します。「T 申込データ」「T 開催マス

ター」間だけでなく、「T 会員マスター」に登録されていない会員を「T 申込データ」

に入力できないようにも設定します。すべてのテーブルを表示してください。 

 

すべてのオブジェクト(テーブル)を閉じてから、

【データベースツール】タブの[リレーションシ

ップ]をクリック 
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(03) 各テーブル・フィールド間をドラッグすることで「参照整合性」の設定をなします。 

わかりやすいように、一番多くのレコードが入力されるであろう「T 申込データ」を中

心にレイアウトしておくとよいでしょう。この状態で「T 開催マスター」の[セミナー

CD]を、「T 申込データ」の[セミナーCD]へドラッグします。 

 

(04) [参照整合性]にチェックを付けて[作成]します。 

 

(05) 同様に「T 会員マスター」の[会員番号]を「T 申込データ」の[会員番号]へドラッグし

ましょう。 

 

1. 操作しやすいようにレイアウトを変える 

2.「T 開催マスター」の[セミナーCD]を「T 申込データ」

の[セミナーCD]へドラッグ 

[参照整合性]にチェック 

[参照整合性]にチェックを入れると、マス

ターテーブルに登録されていない値は関

連テーブルで使用できなくなる 

「T 会員マスター」の[会員番号]を「T 申込データ」

の[会員番号]へドラッグ 

これで「T 開催マスター」に登録されて

いない[セミナーCD]を、「T 申込データ」

に入力できなくなる 

マスターテーブルの主キーと

関連フィールドを繋げるのが

通常の利用方法 
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(06) こちらでも参照整合性を設定しましょう。 

 

(07) これでリレーションシップ・参照整合性の設定が完了しました。 

このモードは閉じましょう。 

 

(08) このレイアウトは保存します。[はい]。 

 

(09) それでは「T 申込データ」にて「T 開催マスター」に登録されていないセミナーの申込

に挑戦しましょう。なお参照整合性のチェックは、レコード移動時・確定時に実行され

ます。 

 

(10) レコード移動時・確定時({Shift}+{Enter})に参照整合性がチェックされます。 

[セミナーCD・201]は参照整合性に違反しているので入力ができません。[OK]。 

 

[参照整合性]にチェック 

これで「T 会員マスター」に登録されて

いない[会員番号]を「T 申込データ」に

入力できなくなる 

セミナーCD 会員番号 申込日

201 5 2016/09/12

「T 申込データ」で、「T 開催マスター」に登

録されていないセミナーの申込をしてみる 

閉じる 
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(11) [セミナーCD・103]に修正・確定しましょう。このように、参照整合性を設定すると

登録されていない値を持ったレコードを追加・利用することができなくなるのです。 

この制限を「追加の制限」といいます。次へ進む前にこのテーブルは閉じておきます。 

 

02章06節…参照整合性付きのリレーションシップ 3[更新/削除制限のチェック] 

(01) 参照整合性を設定すると、他にも矛盾を発生させないための制限がかかります。「T 開

催マスター」を開きます。この[セミナーCD]「103」を「113」に変更・確定してみ

ます。しかしうまくいきません。[セミナーCD]「103」が「T 申込データ」で使用さ

れているためです。変更できてしまうと「T 申込データ」の「103」が意味をなさなく

なってしまいます。 

 

(02) 参照整合性が勝手な変更を防いでくれます。他のテーブルでこの値が利用されている場

合には、矛盾を発生させないために勝手な変更を許可しないのです。 

 

(03) 「103」に戻します。{Esc}キーを押せば編集開始前の状態に戻ります。 

 

(04) なお[セミナーCD]「105」は自由に変更可能です。「T 申込データ」で一度も利用され

ていないからです。「115」に変更・確定してみましょう。 

 

「T 開催マスター」の[セミナーCD]「103」を「113」に

変更・確定({Shift}+{Enter}) 

参照整合性を設定しているため、この更新は制限される 

{Esc}キー 

[セミナーCD]「105」を「115」に変更・確定 

参照整合性による更新の制限は、別のテー

ブルで使用されている場合のみ発生する 

マスターに登録されていない値を、関連

テーブルに入力することができなくなる 

関連テーブルで使用されているマスター

側の主キーは、勝手に変更できない 
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(05) さて今度は「T 会員マスター」に注目します。この[会員番号]「10」のレコードを削除

してみましょう。しかしうまくいきません。この値は参照整合性を設定した「T 申込デ

ータ」ですでに利用されているからです。テストしましょう。 

 

(06) これを消してしまうと、「T 申込データ」における[会員番号]「10」が意味をなさなく

なってしまうので、勝手な削除は許可されません。 

 

(07) 今度は[会員番号]「9」のレコードを削除してみます。こちらは削除が可能です。参照

整合性を設定した「T 申込データ」では一度も利用されていないレコードだからです。 

 

(08) [はい] 

 

(09) 削除がなされました。このように参照整合性を設定しておけば、関連付けしたテーブル

で一度でも利用されているデータは、マスターテーブル側で一方的に変更(更新)・削除

ができないよう制限されるのです。これによりデータベースに発生する矛盾を抑えるこ

とができます。 

 

「T 会員マスター」の[会員番号]「10」のレコードを削除 

「T 会員マスター」の[会員番号]「9」のレコードを削除 

マスター側では関連テーブルで利用されている

値を持つレコードを勝手に削除できない 

参照整合性を設定すると、マスターに「更新

の制限」「削除の制限」が発生する 
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(10) さて先ほど削除したレコードと、同じレコードを追加しましょう。追加後は{F5}キー

(再読み込み)を押します。すると主キーである[会員番号]順に並べ替えて表示されます。 

 

(11) 主キー順に並べ替えられて表示されました。 

次へ進む前にこのテーブルは閉じておきます。 

 

02章07節…サブデータシートで関連テーブルの内容を確認する 

(01) テーブル「T 会員マスター」をデータシートビューで開きましょう。すると行の左に

「+」マークが表示されています。これは「リレーションシップ・一対多」を設定すると

主テーブル側(一側)に表示されるマークです。押すと関連テーブルの情報が表示されま

す。「4・久保田」さんのレコードの「+」マークをクリックしましょう。 

 

(02) 主キーである「会員番号」はどのように関連テーブルで使われているかが表示されます。

続けて「8・植松」さんの「+」マークをクリックしましょう。 

 

会員番号 姓 名 性別

9 本田 玲子 女

追加後は{F5}キー(更新) 

参照整合性を設定することにより、 

① 追加の制限 

② 更新の制限 

③ 削除の制限 

が発生する 

「T 会員マスター」を開き、「4・久保田」さんの

レコードの「+」マークをクリック 

「8・植松」さんのレコードの「+」マークをクリック 
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(03) 「会員番号：8」は関連テーブルにて使われていないことがわかります。続けてすべての

レコードの情報を展開させます。左上の全セル選択ボタンをクリックしてからいずれか

の「+」マークをクリックします。 

 

(04) 全会員の利用状況が表示されます。今度はすべての情報を折りたたみます。 

全セル選択ボタンをクリックしてからいずれかの「－」マークをクリックします。 

 

(05) 関連テーブルでの利用情報が折りたたまれました。 

次へ進む前にこのテーブルは閉じておきます。 

 

左上の全セル選択ボタンをクリックしてから

いずれかの「+」マークをクリック 

左上の全セル選択ボタンをクリックしてから

いずれかの「－」マークをクリック 
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02章08節…一対多の内部結合の性質を確認する 

(01) 「T 申込データ」へ入力可能なクエリを作成します。 

ただし「会員番号」から「姓(T 会員マスター)」が割り出されるようにします。 

表示順序は[処理番号：昇順]とします。 

 

(02) このクエリの名前は「Q 申込入力 02」としましょう。 

(Q 申込入力 02) 

(03) 新しいレコードを 1 件追加しましょう。「会員番号」を入力したら「姓」が自動表示さ

れるかをチェックします。入力後はこのクエリは閉じます。 

 

(04) 同じ構造のクエリを作成しますが、「会員番号(T 申込データ)」を一番左に配置し、昇

順にします。 

 

「T 申込データ」へ入力可能なクエリを新規作成。

「会員番号」を入力したら「姓」が表示されるよう

にする。表示順序は[処理番号：昇順]。 

処理番号 セミナーCD 会員番号 姓 申込日

自動連番 104 11 吉本 2016/9/12

「T 申込データ」へ入力可能なクエリを新規作成。ただし一

番左に「会員番号(T 申込データ/昇順)」を配置する。続け

て「姓/処理番号/セミナーCD/申込日」を配置。 
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	(09) ローカルテーブルにおいてはレコードの値を直接編集することが可能です。 [メンバーコード：3]の[年齢]を「43」に修正してください。なおAccessでレコードを編集してから別のレコードを選択すると、自動的に編集内容が保存されます。
	(10) レコード1件追加しましょう。最終行へ「6・野間・61・20」を追加します。
	(11) [メンバーコード：4]のレコード自体を削除します。 「レコードセレクター」をクリックしてレコードを選択し{Delete}キーを押してください。選択中のレコード自体が削除されます。
	(12) レコード削除をした場合には元に戻せないので注意が必要です。[はい]。
	(13) このように、ローカルテーブルへ変換すればAccessからレコードの編集が可能になるのです。また編集した情報は、別のレコード(行)を選択すると同時に保存されます。

	01章02節… Excelテーブルをローカルテーブルとしてインポートする
	(01) 再びExcelファイルからローカルテーブルを作成します。まずは下記のようなリストを作成し、「E店舗リスト」というファイル名で保存してください。
	(02) Accessデータベースファイル「dbf-03-01」に切り替え、リンク時と同様のダイアログボックスを表示します。
	(03) 前節では「Excelファイルをテーブルとしてリンク⇒ローカルテーブルに変換」という手続きを取りました。今回は「ローカルテーブルに変換した状態で取り込む(インポート)」という手続きを取ります。取り込むファイルとして「E店舗リスト」を指定します。データの保存方法は[現在のデータベースの新しいテーブルにソースデータをインポートする]を選択し、次へ進みます。
	(04) [先頭行をフィールド名として使う]にチェックを入れた状態で[次へ]進みます。
	(05) 取り込まないフィールドを指定することもできます。 ここではすべてのフィールドをインポートするので、そのまま次へ進みます。
	(06) 次に[主キー]とするフィールドの指定をします。[主キー]はレコード・行の特定に利用させる、値が重複することがない特殊なフィールドです。Excelファイルをローカルテーブルとしてインポートする際には指定が必要になります。ここでは「店舗コード」を主キーに指定します。「店舗コード：20」とすればレコード・行が特定できるからです。「店舗名/開店日」は利用できません。同名の店舗や開店日が同じ店舗が存在する可能性があるからです。
	(07) 最後にインポート後のテーブル名を決定します。 「T店舗マスター」にして[完了]します。
	(08) インポート作業が完了しました。後日、同様のインポート操作を実施する予定があるならば、手順を保存することができますが、ここではしません。 ダイアログボックスは閉じます。
	(09) ナビゲーションウィンドウからインポートした「T店舗マスター」をデータシートビューで開きましょう。ダブルクリックすれば開きます。一番右に[クリックして追加]というフィールドが表示されても無視してください。
	(10) このテーブルへもレコードを追加することができます。追加前に、失敗例をチェックします。新規レコード(最終行)に「20・小田原店・98/4/6」と入力して{Enter}しましょう。このレコードでは主キーである[店舗コード]に重複値が発生してしまうので入力できません。
	(11) 主キーに重複値が発生してしまうので「店舗コード：20」を追加することはできませんでした。OKします。重複値の入力を防げるのです。
	(12) 「店舗コード：60」に修正します。また、確定のために{Enter}キーを数度押して選択個所を次のレコードへ移動させてください。入力情報が確定され、自動保存されます。

	01章03節… テーブルに他のリストのレコードを追加する1(失敗例)
	(01) 以下のような新しいExcelファイル「Eメンバーリスト+1」を作成してください。 4列目にある「店舗番号」の本来のフィールド名は「店舗コード」ですが、ここではそのまま使用します。
	(02) 作成済みのローカルテーブル「Tメンバーマスター」に、「Eメンバーリスト+1」のレコードを追加させることができます。Accessデータベースファイル「dbf-03-01」に切り替え、取り込み・インポートの準備を開始します。
	(03) インポート元のファイルは「Eメンバーリスト+1」とします。また[レコードのコピーを次のテーブルに追加する](インポート先)で「Tメンバーマスター」を指定します。
	(04) 先頭行は項目名です。レコードとしてはインポートされません。[次へ]。
	(05) [完了]。
	(06) しかしインポートできません。OKします。前の画面では[キャンセル]します。 「店舗番号」という、インポート先にないフィールドがExcel側のリストに存在していたからです(ほかのメッセージが表示されることもある/すべてOK・キャンセル)。 ここでいったんAccessを終了します。

	01章04節… テーブルに他のリストのレコードを追加する2(注意点)
	(01) インポートによりレコードの追加をするならば両方のフィールド名が同じでなければなりません。しかしExcelファイル「Eメンバーリスト+1」の先頭フィールドは「店舗番号」となっています。「Tメンバーマスター」の先頭フィールド「店舗コード」と同じになっていなければインポートできないのです。Excel側で正してください。 修正後は上書き保存します。
	(02) それではAccessファイル「dbf-03-01」側から取り込みなおしてください。 「Eメンバーリスト+1」のレコードを「Tメンバーマスター」へ追加します。
	(03) 「Tメンバーマスター」を開き、インポートが完了しているかを確認してください。

	01章05節… [コピー/貼り付け]でインポート1(フィールド名あり)
	(01) 新しいExcelファイル「Eメンバーリスト+2」を作成してください。このリストには[年齢]フィールドがありませんが、他のフィールドの値は「Tメンバーマスター」へインポートさせることができます。またここでは[コピー/貼り付け]でインポートさせます。[メンバーコード]が最後に存在しているなど、フィールドの順番も異なっていることに留意してください。
	(02) それではリスト全体を選択して[コピー]してください。 それからAccessファイル「dbf-03-01」側へウィンドウを切り替えます。
	(03) 「dbf-03-01」の「Tメンバーマスター」を開いた状態にしておきます。 最下行のレコードセレクターが新規レコード選択マーク(＊)となっています。 クリックしてから[貼り付け]をしてください。
	(04) [はい]
	(05) [メンバーコード][メンバー名][店舗コード]がインポートされました。 [年齢]は元データになかったため、インポート対象になっていません。

	01章06節… [コピー/貼り付け]でインポート2(フィールド名なし)
	(01) Excelにて以下のような表を作成し、「Eメンバーリスト+3」というファイル名で保存してください。この表のデータを「Tメンバー」マスターにインポートする予定です。
	(02) 先頭行がフィールド名になっていない場合でも、「フィールド順序」が同じであればインポート可能です。この表は左から「メンバーコード⇒メンバー名⇒年齢⇒店舗コード」順になっています。表全体を選択して[コピー]しましょう。
	(03) 「dbf-03-01」の「Tメンバーマスター」へ新規レコードとして[貼り付け]しましょう。
	(04) [はい]。
	(05) Excelの表をインポートする操作が完了しました。値は自動的に保存されています。

	01章07節… テーブル/クエリの値をExcelシートへ[コピー/貼り付け]する
	(01) 「Tメンバーマスター」の中で[年齢]が「50以上」であるレコードを抽出するクエリ、「Qメンバー50以上」作成してください。
	(02) 「メンバーコード：6」のレコードを、Excelファイル「Eメンバーリスト+0」へ貼り付ける予定です。レコードセレクターをクリックして行を選択し[コピー]してください。
	(03) Excelファイル「Eメンバーリスト+0」を開き、セルA7以下にコピーしたデータを貼り付けましょう。
	(04) Excelシートに貼り付けるとフィールド名も含まれた状態でレコードが貼り付きます。
	(05) 7行目に作成されたフィールド名は削除します。 処理後は上書き保存して「Eメンバーリスト+0」は閉じてください。

	01章08節… テーブル/クエリをExcelファイルへエクスポートする
	(01) ウィンドウを「dbf-03-01」へ切り替えます。開いているオブジェクトはすべて閉じておきましょう。今度はクエリ「Qメンバー50以上」をExcelファイルに変換して保存します。他のファイルに変換して保存する操作が「エクスポート」です。ナビゲーションウィンドウにある「Qメンバー50以上」を指定してからExcelファイルへのエクスポートを開始してください。【外部データ】タブを使います。
	(02) [参照]ボタンから、保存先を指定します。
	(03) USBメモリーなどに、「EQメンバー50以上」というファイル名で保存する設定をしてください。
	(04) OKしましょう。
	(05) このエクスポート操作を再度実行する可能性があるならば操作手順を保存をしておきます。ここでは[エクスポート操作の保存]にチェックを入れましょう。 操作名は「エクスポート-EQメンバー50以上」とします。 登録したら[エクスポートの保存]をします。 ※操作を保存しない場合は閉じる/キャンセル
	(06) Excelファイル「EQメンバー50以上」がUSBメモリーに作成されたことを確認しましょう。

	01章09節… エクスポート操作の再実行
	(01) 「Tメンバーマスター」の[年齢]フィールドをチェックします。 「レコード12～16」では空欄になっていますね。
	(02) 下図のように値を入力してください。入力後はテーブルを閉じます。
	(03) 「年齢：50以上」のメンバーが増えたので、「Qメンバー50以上」のレコード数も変わっています。そこでExcelファイルへ再エクスポートします。操作を保存済みですので再利用します。【外部データ】[保存済みのエクスポート操作]へ進みます。
	(04) 保存済みの操作一覧が表示されます。 「エクスポート-EQメンバー50以上」を選択して[実行]しましょう。
	(05) 古い「EQメンバー50以上」は新しいファイルに置き換わります。[はい/OK]。
	(06) エクスポート操作が完了したらダイアログボックスは閉じます。
	(07) 「EQメンバー50以上」を開いて、最新のクエリ結果がエクスポートされたことを確認しましょう。これにてこの章の学習は終了します。

	01章10節… まとめ
	01章11節… 練習問題
	(01) 以下のようなExcelファイル「Eイベント成績+01」を作成してください。 (http://winttk.com/2016/event01.xlsx　にもあり)
	(02) 新しいデータベースファイル「練習3-1-1」を作成してください。 その中で「Eイベント成績+01」をリンクテーブルとして認識させてください。 テーブル名は「Tイベント成績」とします。
	(03) 「Tイベント成績」を「ローカルテーブル」に変換してください。
	(04) 「Tイベント成績」にレコードを1件追加してください。
	(05) 「Tイベント成績」へExcelファイル「Eイベント成績+02」のレコードを貼り付けてください。ただし「2015/12/23以降の行」のみを貼り付けます。 (http://winttk.com/2016/event02.xlsx 　にあり)
	(06) 「Tイベント成績」へExcelファイル「Eイベント成績+03」のレコードを貼り付けてください。ただし[天気]が一番右にセットされているので注意してください。 (http://winttk.com/2016/event03.xlsx 　にあり)
	(07) Excelを起動していない状態で、「Eイベント成績+04」のレコードを「Tイベント成績」へ取り込んでください。 (http://winttk.com/2016/event04.xlsx 　にあり)
	(08) 「Tイベント成績」から[日付]が「2016/1/1～2016/1/15」であるレコードを抽出するクエリ「Q月初成績」を作成してください。
	(09) 「Q月初成績」を「EQ月初成績」というファイル名のExcelデータとしてエクスポートしてください。
	(10) 「Tイベント成績」から[天気]をパラメーター形式で指定し、抽出するクエリ「EQ天気別成績」を作成してください。
	(11) 「Q天気別成績」を「EQ天気別成績」というファイル名のExcelデータとしてエクスポートしてください。パラメーターには適当な天気を指定して実行します。またエクスポート操作を保存します。
	(12) 「Q天気別成績」をエクスポートする操作を再実行してください。天気には別の値を指定します。


	第02章: リレーションシップの研究
	02章01節… 入力規則にAND・ORを使用
	(01) 新しいデータベースファイル「dbf-03-02」を作成してください。 その中に以下のようなテーブル「T会員マスター」を作成してください。
	(02) 以下のようなテーブル「T開催マスター」を作成してください。
	(03) 以下のようなテーブル「T申込データ」を作成してください。どのセミナーが、どの会員に、いつ申込されたのか？を管理するテーブルです。
	(04) 「T開催マスター」の[開催時間]に注目します。ここには「10～17」の数値のみを入力可能にし、それ以外の数値を入力できないよう設定します。[入力規則]プロパティを調整します。「10以上」だけなら「>=10」と指定すればよいのですが、「かつ17以下(<=17)」と条件を追加するならば、ふたつの条件を「And」で結びます。デザインビューから以下のように指定しましょう。
	(05) [上書き保存]します。入力規則に違反している値がないかがチェックされます。[はい]。検査後はデータシートビューに切り替えましょう。
	(06) それではデータシートビューで新しいレコードを入力しながら、入力規則のチェックをしましょう。
	(07) 規則に違反しているので、[開催時間]に「9」を入力できませんでした。[OK]。
	(08) 「12」に修正してください。これなら登録できます。

	02章02節… 複数のフィールド間での入力規則の設定
	(01) 今度は「T開催マスター」内で「[開催日]は[申込締切日]より後の日になる」とさせる入力規則を設定します。異なるフィールド間での関係に対して入力規則を設定するには、デザインビューからプロパティシート(F4キー)を使用します。
	(02) フィールド間での関係を制御するにはプロパティシートの[入力規則]を使います。 ここでズームモード({Shfit}+{F2})を起動しましょう。
	(03) フィールド間の関係を指定します。「 [開催日]>[申込締切日] 」と指定してOKしましょう。これで、「 [開催日]が必ず[申込締切日]より大きく(新しく)なるようにする 」「 [申込締切日]が必ず[開催日]より小さく(古く)なるようにする 」という指定が完了したことになります。なお入力規則指定欄ではフィールド名を必ず[ ]で囲むようにします。
	(04) 設定後はデータシートビューへ切り替えましょう。
	(05) 上書きし、チェックの許可を出します。
	(06) 規則に違反する新しいレコードを追加してみましょう。 [申込締切日]に入力した時点では規則違反のメッセージは表示されません。
	(07) さらに[開催時間]まで入力してから{Enter}してください。 レコードが保存されようとします。
	(08) テーブルの入力規則を設定した際には、レコードの移動やレコード保存の直前で違反のチェックがされます。OK。
	(09) [申込締切日]を「2016/10/15」に修正し、レコードの保存をします。 レコードの保存は、{Shift}+{Enter}をするか選択レコード(カレントレコード)を移動させるかすると実行されます。

	02章03節… フォーム上での入力規則
	(01) 「T申込データ」への入力が可能である下図のようなクエリを作成しましょう。 [セミナーCD]を入力したら、確認用に[開催日]と[申込締切日]が右側に自動表示されるクエリです。クエリ名は「Q申込入力01」とします。
	(02) この「Q申込入力01」を元に、[複数のアイテム]ボタンを使って表形式のフォームを作成しましょう。
	(03) タイトルを「F申込入力01」に変更し、フォーム自体を「F申込入力01」という名前で保存してください。
	(04) フォームビューに切り替えて、入力のテストをします。新規レコードに[セミナーCD]「102」を入力してください。自動的に[開催日][申込締切日]が表示されます。
	(05) 続けて[会員番号]に「3」、[申込日]に「2016/09/10」と入力しましょう。
	(06) [申込日]には[申込締切日]より後の値/日付が入力できないよう規則を設定します。 フォームにあるコントロールにも入力規則を設定できるのです。 デザインビューから[申込日]のプロパティシートを表示させ、その中の【データ】[入力規則]欄で、ズームモードを起動します。
	(07) 「<=[申込締切日]」と設定してからOKしましょう。 これで[申込日]には[申込締切日]以前の日付しか入力できなくなります。
	(08) 上書き保存してからフォームビューに切り替え、入力規則のテストをしましょう。 [申込日]にわざと[申込締切日]より後の値を入れてみます。
	(09) 入力規則に違反しているのでメッセージが表示されます。[OK]。
	(10) 「2016/09/11」に修正しましょう。これならば[申込締切日]より前になるので入力が可能です。このように他のテーブルにあるフィールドの値と比較させる入力規則も、フォームを使えば設定可能になるのです。

	02章04節… 参照整合性付きのリレーションシップ1[事前確認]
	(01) 開いているオブジェクトは閉じておきます。 さてテーブル「T申込データ」に新規レコード(12件目)を追加します。
	(02) もう1件レコードを追加します。ただし「T開催マスター」で定義されていないセミナー「201」を追加します。開催が決定していないセミナーが入力できてしまいます。
	(03) このレコードは削除しましょう。

	02章05節… 参照整合性付きのリレーションシップ2[操作・追加制限のチェック]
	(01) 「T申込データ」の[セミナーCD]欄には、「T開催マスター」に登録されている値以外は入力できないよう設定することができます。「T申込データ」と「T開催マスター」に「参照整合性」というオプションを設定すると、マスター側に登録されていない値の使用など、データベースに矛盾が発生するようなデータの追加・編集ができなくなります。参照整合性は【データベースツール】タブの[リレーションシップ]から設定します。すべてのテーブルを閉じてからクリックしてください。
	(02) どのテーブル間で参照整合性を設定するかを指定します。「T申込データ」「T開催マスター」間だけでなく、「T会員マスター」に登録されていない会員を「T申込データ」に入力できないようにも設定します。すべてのテーブルを表示してください。
	(03) 各テーブル・フィールド間をドラッグすることで「参照整合性」の設定をなします。 わかりやすいように、一番多くのレコードが入力されるであろう「T申込データ」を中心にレイアウトしておくとよいでしょう。この状態で「T開催マスター」の[セミナーCD]を、「T申込データ」の[セミナーCD]へドラッグします。
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